
て
い
ま
す
。
人
口
は
約
２
千
万
人
で
す

が
、８
千
万
人
分
の
農
産
物
が
収
穫
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
も
内
陸
で
す
か
ら
、

気
温
の
日
較
差
・
年
交
差
が
と
て
も
大

き
い
お
蔭
で
、ま
っ
た
く
の
無
農
薬
・

無
添
加
物
の「
自
然
農
法
」で
す
。
水
を

ひ
ね
れ
ば
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
が
出

て
、そ
れ
で
自
家
製
造
す
る
ワ
イ
ン
・

ツ
イ
カ
ま
た
は
バ
リ
ン
カ
と
よ
ば
れ
る

梅
焼
酎
・
乳
清
飲
料
の
ソ
カ
タ
の
お
い

し
い
こ
と
。
ま
た
、肉
・
特
に
チ
ー
ズ

が
お
い
し
い
酪
農
製
品
・
野
菜
・
果
物
、

地
中
海
料
理
の
一
種
で
も
あ
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
系
も
交
え
た
ル
ー
マ
ニ
ア
料
理

は
、口
か
ら
い
の
ち
が
弾
ま
さ
れ
ま
す
。

本
州
と
四
国
半
分
く
ら
い
の
大
き
さ

の
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、欧
州
最
大
の
石
油
・

天
然
ガ
ス
・
金
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ

ー
・
温
泉
に
恵
ま
れ
、羨
ま
し
い
ば
か

り
の
資
源
大
国
で
す
。
第
２
次
世
界
大

戦
時
は
、日
本
や
ド
イ
ツ
と
同
じ
枢
軸

国
と
し
て
連
合
国
と
戦
い
、ド
イ
ツ
は

ル
ー
マ
ニ
ア
に
あ
る
当
時
世
界
最
大
の

プ
ロ
ィ
エ
シ
ュ
テ
ィ
油
田
を
利
用
し
、

モ
ス
ク
ワ
ま
で
戦
車
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、ス
タ
ー
リ
ン

グ
ラ
ー
ド
の
敗
戦
後
、ソ
連
軍
が
全
力

で
攻
略
し
た
の
が
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
っ

た
こ
と
は
当
然
で
す
。
人
口
の
１
割
を

殺
さ
れ
、泣
く
泣
く
共
産
圏
と
な
り
ま

す
。

平
成
元
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
処
刑
さ

れ
た
独
裁
者
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
が
、ソ

連
と
は
距
離
を
置
き
、中
国
・
北
朝
鮮

と
親
密
だ
っ
た
こ
と
も
頷
け
ま
す
。
も

し
、鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
ち
ら
側
だ
っ

た
ら
、イ
タ
リ
ア
く
ら
い
の
経
済
国
だ

っ
た
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

多
様
性
の
共
生
︵diversity 

and inclusion

︶

 

妻
の
実
家
・
ギ
ュ
ラ
イ
家
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
系
ル
ー
マ
ニ
ア
人（
セ
イ
ケ
イ
人
と

言
わ
れ
ま
す
）で
、言
葉
も
文
化
も
ル
ー

マ
ニ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
折
衷
で
す
。

1
9
1
9
年
、第
１
次
世
界
大
戦
で
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
敗

戦
す
る
ま
で
、ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
し
た
。
本
来「
ロ
ー
マ

ニ
ア（
ロ
ー
マ
帝
国
だ
っ
た
国
）」と
表
記
さ

る
べ
き
ル
ー
マ
ニ
ア
の
公
共
施
設
に
は

オ
オ
カ
ミ
の
乳
を
飲
む
赤
子「
ロ
ム
ル

ス
と
レ
ム
ス
」の
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
統
合
し
た
ロ
ー
マ

帝
国
は
、多
種
多
様
な
民
族
と
文
化
が

共
存
す
る
帝
国
で
あ
っ
た
訳
で
す
が
、

そ
の
文
明
を
帝
国
の
故
地
イ
タ
リ
ア
よ

り
1
0
0
0
年
長
く
保
持
し
た
こ
と
が

ル
ー
マ
ニ
ア
の
誇
り
な
の
で
す
。

ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
に
あ
る
ム
レ
シ

ュ
州
の
州
都
ト
ゥ
ル
グ
・
ム
レ
シ
ュ
に

一
切
空
無
我

　

―
す
べ
て
は
空
の
ご
と
く
自
由
無
碍
に
―

ル
ー
マ
ニ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

過
ご
し
た
５
週
間

令
和
元
年
12
月
半
ば
か
ら
本
年
１
月

下
旬
ま
で
、妻
の
実
家
で
あ
る
ル
ー
マ

ニ
ア
の
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
で
１
カ

月
、さ
ら
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス

ト
で
１
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
シ
ル

バ
は
森
、そ
の
向
こ
う
側（
ト
ラ
ン
ス
）と

言
う
意
味
で
、カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
に
囲

尭
さ
れ
た
大
自
然
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で

す
。
英
語
で
衣
食
住
はfood

, shelter, 

an
d

 clo
th
in
g

と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、

い
の
ち
に
一
番
大
事
な「
食
」。
と
に
か

く
食
べ
物
が
最
高
で
、自
己
最
大
体
重

を
更
新
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
ル
ー
マ

ニ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
並
ん
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
穀
倉（b

read
b
asket

）と
呼
ば
れ

ひ
か
り
と

  
い
の
ち
の

    
な
か
ま

ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
な
ひ
か
り
い
のな
と
か
り
と

の

か
り
と

の

か
り
と

の

か
り
と

の

か
り
と

の

ひひ  ひひ  ひひ  ひい
  ひいか

り
ちか
ま
か
ま

か
り
ちか
ま

か
り
ちか
ま

か
り
ちか
ま

か
り
ちか
ま

ひひひひひ

とか
ま
か
ま
か
ま
か
ま
か
ま
か
ま
か
ま

光
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は
、ル
ー
マ
ニ
ア
人（
ラ
テ
ン
系
）、セ
イ

ケ
イ
人（
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
）、サ
シ
人（
ザ
ク

セ
ン
人
、ド
イ
ツ
系
）、ユ
ダ
ヤ
人
、ロ
マ

人（
ジ
プ
シ
ー
系
）の
人
々
が
共
生
し
て

い
て
、宗
教
も
ユ
ダ
ヤ
教
・
カ
ソ
リ
ッ

ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
な
ど
多
様
で
す
。

ギ
ュ
ラ
イ
家
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
改
革
派

教
会（
カ
ル
ビ
ン
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）に

属
し
て
お
り
、ク
リ
ス
マ
ス
も
元
日
も

大
家
族
主
義
ハ
ン
ガ
リ
ー
流
で
楽
し
み

ま
し
た
。
夜
通
し
、親
戚
・
友
人
の
自

宅
を
集
団
で
訪
問
し
あ
っ
て
飲
め
や
歌

え
や
と
楽
し
む
の
で
す
。
1
月
13
日
は

息
子
ジ
ョ
セ
フ
竜
弥
の
満
1
歳
の
誕
生

日
、
親
戚
一
同
と
、
友
人
が
大
勢
参
加

し
て
大
い
に
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
息

子
は
、日
本
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
３
つ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て

い
ま
す
。
一
番
聴
い
て
い
る
ル
ー
マ
ニ

ア
語（
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
も
？
）か
ら
話
し
始

め
そ
う
で
す
が
、日
本
語
と
英
語
も
マ

ス
タ
ー
し
て
真
の
国
際
日
本
人
に
育
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

日
本
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
伝
統

主
義
」
を

本
年
は
、令
和（
幸
先
の
良
い
平
和
）の

実
質
的
な
幕
開
け
、西
暦
2
0
2
0
年
、

干
支
の
初
め
子
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
が
リ
セ
ッ
ト
し

て
再
出
発
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で

す
。父
方
の
親
戚
全
員
が
ア
メ
リ
カ
人
・

家
族
が
ル
ー
マ
ニ
ア
人
と
、私
は
ミ
ニ

世
界
を
家
庭
と
し
て
い
ま
す
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
、強
固
な
一
神
教
の
信

仰
に
結
ば
れ
て
こ
そ
世
界
に
離
散
し
な

が
ら
も「
民
族
」を
堅
持
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
神
仏（
特
に
浄
土
仏
教
）を
核
に

し
た
宗
教
・
精
神
文
化
統
合
論
者
な
の

で
す
が
、日
本
人
は
い
ち
早
く
神
仏
の

伝
統
と
誇
り
あ
る
真
の
日
本
史
に
魂
を

再
興
す
べ
き
で
す
。
祓
い
清
め
る
浄
穢

の
審
美
的
二
元
論
的
汎
神
論
の
神
道
。

無
我
の
悟
り
を
目
指
す
普
遍
主
義
の
仏

経
。
一
切
の
モ
ノ
の
ケ
高
さ
の
モ
ノ
ノ

ケ
と
、目
覚
め
た
人
間
の
ケ
高
さ
の
ホ

ト
ケ
が
融
合
す
る
神
仏
的
な
価
値
観
は

世
界
に
通
じ
る
、い
や
世
界
を
救
い
得

る
、と
確
信
し
ま
す
。
ま
た
明
治
維
新

よ
り
大
東
亜
戦
争「
終
戦
」に
い
た
る
真

実
の
近
現
代
史
を
日
本
人
全
員
が
誇
り

を
持
っ
て
世
界
に
臨
む
べ
き
で
す
。

周
知
の
と
お
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
、エ
ス
ト
ニ
ア
人
と

並
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
溶
け
込
ん

だ
ア
ジ
ア
人
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

は
日
本
語
に
近
い
言
語
構
造
を
持
ち
、

1
0
0
以
上
の
共
通
単
語
が
あ
り
ま

す
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
は
実
に
美
し
い
都
で

す
が
、英
雄
広
場
に
あ
る
ア
ッ
チ
ラ
大

王
の
騎
馬
武
者
群
像
に
は
、戦
国
サ
ム

ラ
イ
と
そ
っ
く
り
の
鎧
を
着
け
た
も
の

が
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

人
に
は
自
ら
日
本
人
と
同
祖
で
あ
る
こ

と
を
語
る
方
も
多
く
、嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

日
本
史
の
世
界
史
的
な
真
の
意
義

は
？　

こ
れ
か
ら
外
国
人
を
多
く
迎

え
、よ
う
や
く
名
実
と
も
に
国
際
化
し

て
い
く
日
本
。
人
類
と
世
界
に
開
か
れ

な
が
ら
、世
界
史
と
台
頭
す
る
A
I
R

文
明
に
確
実
に
貢
献
で
き
る
日
本
お
よ

び
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
。

私
た
ち
全
員
に
、い
ま
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
課
題
で
す
。

「
空
」
の
よ
う
な
自
由
で

無
碍
な
心
を

私
は
、働
き
な
が
ら
龍
谷
大
学
大
学

院
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、現
代
に
お
け

る
宗
教
の
役
割
研
究
会
コ
ル
モ
ス
の
本

願
寺
派
代
表
で
し
た
。
そ
の
後
、世
界

宗
教
者
平
和
会
議（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）、ア
ジ
ア

仏
教
徒
平
和
会
議（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）、天
宙
平

和
連
合（
Ｕ
Ｐ
Ｆ
）な
ど
様
々
な
宗
教
・

精
神
文
化
統
合
運
動（
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
）

に
身
を
投
じ
て
き
て
い
ま
す
。
世
界
救

世
教
・
霊
友
会
・
立
正
佼
成
会
・
創
価

学
会
・
金
光
教
・
崇
教
真
光
な
ど
、多

く
の
宗
教
運
動
に
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
現
在
は
、か
ね
て
尊
敬
し
て
い
た

G
L
A
（G

od

 Light A
ssociation

）お
よ

び
家
庭
連
合
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
教

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
旦
は
、ト
ラ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
の
様
々
な
教
会
に
初
詣
し

ま
し
た
が
、帰
国
後
に
G
L
A
の
新
年

の
集
い
に
ご
招
待
頂
き
、
賜
っ
た「
神

理
カ
ー
ド
」は「
空
の
菩
提
心
：
大
空
の

ご
と
き
自
由
無
碍
な
心
を
育
み
ま
す
。

何
ご
と
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、無
心
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」

ま
さ
に
仏
教
の
極
意
。
皆
様
い
っ
し
ょ

に「
一
切
空
無
我
」に
生
か
さ
れ
合
い
ま

し
ょ
う
！

酒さ
こ
う生 
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篠
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年
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ニ
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ひかりといのちのなかま


